
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
イ
ノ
ベ

　
　
　
　
　
ー
組
織
学
習
と
し
て
の
J
K
活
動
ー

ー
シ
ョ
ン

野
中
米
倉

郁
次
郎

誠
　
一
郎

グループ・ダイナミクスのイノベーシ目ン

目
一
、

二
、

三
、

　
次

は
じ
め
に

君
津
J
K
活
動
の
展
開
過
程

　
　
⑥
　
君
津
製
鉄
所
の
環
境
と
事
業
の
定
義

　
　
⑥
　
J
K
活
動
導
入
の
戦
略

　
　
⑥
　
J
K
活
一
勤
の
展
開

J
K
活
動
と
組
織
学
習
の
論
理

　
　
⑥
　
組
織
学
習
プ
・
セ
ス
・
モ
デ
ル

　
　
　
　
　
ω
　
個
人
学
習
の
促
進
（
ケ
ー
ス
ー
・
2
）

　
　
　
　
　
⑭
　
集
団
学
習
の
促
進
（
ケ
ー
ス
3
・
4
）

3
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四
、

　
　
　
　
　
㈹
　
制
度
化

　
　
　
　
　
　
　
ω
　
学
習
結
果
の
標
準
作
業
化

　
　
　
　
　
　
　
6
の
　
組
織
内
実
験
の
許
容

組
織
学
習
の
戦
略
的
要
因
と
日
本
的
特
性

　
　
⑥
　
組
織
学
習
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
の
機
能

　
　
　
　
　
　
　
㈹
　
情
報
拡
散
の
た
め
の
・
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

（
b
）

（51　（41　（31　（2｝　（11

情
報
源
の
多
様
化
と
共
有
に
よ
る
情
報
信
頼
性
の
向
上

創
造
性
と
リ
ス
ク
・
テ
イ
キ
ン
グ

社
会
的
促
進
（
8
0
芭
貯
o
旨
富
獣
g
）

創
発
的
行
動

競
争
と
協
力
の
相
互
作
用

組
織
学
習
の
日
本
的
特
性

4

一
、
は
じ
め
に

　
こ
の
論
文
の
目
的
は
、
わ
が
国
企
業
の
9
C
活
動
を
組
織
的
な
学
習
と
し
て
と
ら
え
、
こ
れ
に
関
連
し
た
概
念
を
使
っ
て
、
現
揚
に
お

け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
日
ン
行
動
を
組
織
論
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
学
習
と
い
う
概
念
は
、
個
人
が
過
去
の
心
理
的
・
行
動
的
な
経
験
に
よ
っ
て
行
動
の
し
か
た
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
、
元
来
個

人
行
動
に
か
か
わ
る
、
・
、
ク
・
組
織
論
の
概
念
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
に
至
っ
て
、
組
織
の
環
境
適
応
行
動
の
理
論
化
へ
の
関
心
の
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高
ま
り
の
な
か
で
、
マ
ク
・
組
織
論
者
が
こ
の
概
念
を
組
織
レ
ベ
ル
に
拡
張
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
（
詳
細
は
大
滝
、
一
九
八
二

ω
ぼ
貯
器
貫
く
P
一
℃
o
。
い
を
参
照
）
。
例
え
ば
、
U
目
8
昌
知
≦
①
誘
（
お
ご
）
は
、
組
織
学
習
（
o
お
き
冒
匿
o
轟
＝
8
旨
一
お
）
を
、
組
織
の

行
為
と
そ
の
組
織
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
間
の
因
果
関
係
の
知
識
（
組
織
知
識
）
を
発
展
さ
せ
変
化
さ
せ
る
組
織
内
部
の
プ
・
セ
ス
で
あ

る
、
と
定
義
し
て
い
る
。
そ
し
て
組
識
学
習
の
特
色
は
、
組
織
メ
ン
バ
ー
個
人
の
学
習
が
個
人
間
で
共
有
さ
れ
、
統
合
さ
れ
る
プ
・
セ
ス

を
含
ん
で
い
る
点
に
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
人
の
学
習
を
共
有
さ
せ
る
組
織
過
程
は
、
単
純
に
考
え
て
も
そ
れ
を
促

進
さ
せ
る
構
造
（
例
え
ば
「
連
結
ピ
ン
」
組
織
）
、
管
理
シ
ス
テ
ム
（
た
と
え
ば
業
績
評
価
基
準
）
、
あ
る
い
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ス
タ

イ
ル
や
メ
ン
バ
ー
間
の
社
会
的
相
互
作
用
な
ど
多
様
な
要
因
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
組
織
学

習
概
念
の
有
効
性
が
示
さ
れ
る
た
め
に
は
、
具
体
的
な
組
織
的
学
習
過
程
を
と
ら
え
て
、
そ
の
事
実
と
の
対
応
関
係
の
な
か
で
反
復
さ
れ
、

補
足
あ
る
い
は
拡
張
さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
事
例
は
、
新
日
鉄
君
津
製
鉄
所
に
お
け
る
J
K
活
動
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
、
J
K
活
動
を
組
織
学

習
概
念
で
と
ら
え
よ
う
と
し
た
動
機
づ
け
は
、
ω
J
K
活
動
（
そ
し
て
ひ
ろ
く
9
C
活
動
）
が
現
揚
の
末
端
の
人
々
（
一
一
注
。
ぼ
巴
島
）
の

組
織
的
な
学
習
活
動
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
そ
の
本
質
を
も
っ
と
も
よ
く
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
図
そ
の
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ

、
・
・
ク
ス
を
通
じ
た
知
識
蓄
積
の
プ
・
セ
ス
が
学
習
に
関
連
し
た
概
念
で
も
っ
と
も
よ
く
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
㈹
現
揚
の

人
々
の
身
の
ま
わ
り
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
な
か
に
は
組
織
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
論
理
に
一
般
化
で
き
る
も
の

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
期
待
か
ら
で
あ
る
。

二
、
君
津
J
K
活
動
の
展
開
過
程

5

こ
こ
で
は
、
わ
れ
わ
れ
が
組
織
学
習
の
モ
デ
ル
と
し
て
分
析
対
象
と
し
た
新
日
鉄
君
津
製
鉄
所
に
お
け
る
J
K
活
動
を
具
体
的
に
理
解
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す
る
た
め
に
、
そ
の
展
開
過
程
と
し
て
J
K
活
動
の
導
入
・
定
着
の
歴
史
的
過
程
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
考
察
を
す
す
め
よ
う
。

　
⑥
　
君
津
製
鉄
所
の
環
境
と
事
業
の
定
義

　
現
在
の
新
日
鉄
君
津
製
鉄
所
は
、
新
日
鉄
成
立
以
前
の
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
、
八
幡
製
鉄
株
式
会
社
の
堺
製
鉄
所
に
つ
づ
く
新

製
鉄
所
と
し
て
建
設
が
企
画
さ
れ
、
一
九
六
五
年
四
月
先
ず
冷
延
工
揚
と
し
て
稼
動
し
た
。
そ
の
後
、
全
国
鉄
鋼
需
要
の
三
五
パ
ー
セ
ン

ト
を
消
費
す
る
関
東
を
控
え
た
立
地
と
鉄
鋼
需
要
一
億
ト
ン
時
代
を
迎
え
る
と
い
う
需
要
予
測
を
考
慮
し
て
、
同
社
は
君
津
を
銑
鋼
一
貰

体
制
に
よ
る
最
新
鋭
工
場
と
す
る
こ
と
を
一
九
六
七
年
に
決
定
し
た
。
当
時
、
八
幡
製
鉄
は
業
界
他
社
の
追
い
あ
げ
に
よ
っ
て
、
粗
鋼
シ

ェ
ァ
に
お
い
て
一
九
六
〇
年
の
二
二
・
五
％
か
ら
六
六
年
の
一
八
・
八
％
へ
と
低
落
傾
向
に
あ
り
、
同
社
に
と
っ
て
君
津
製
鉄
所
の
建
設

は
起
死
回
生
の
一
大
決
断
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
以
上
の
外
的
環
境
に
よ
っ
て
建
設
が
決
定
さ
れ
た
君
津
製
鉄
所
は
以
下
の
四
点
を
中
心
に
そ
の
事
業
が
定
義
さ
れ
た
。

　
ω
　
従
来
の
製
鉄
所
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
、
一
粗
鋼
生
産
能
力
年
二
、
O
O
O
万
ト
ン
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
体
質
を
改

　
　
善
し
、
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
。

　
働
　
鉄
鋼
最
大
消
費
地
関
東
を
控
え
、
「
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
納
入
」
を
徹
底
し
う
る
千
葉
県
君
津
市
と
い
う
立
地
を
い
っ
そ
う
進

　
　
展
さ
せ
る
（
「
需
要
家
の
庭
先
に
立
つ
製
鉄
所
」
）
。

　
⑬
　
こ
れ
ま
で
の
九
州
、
山
陽
、
関
西
、
中
京
に
次
ぎ
関
東
に
製
鉄
所
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
国
的
な
供
給
体
制
を
確
立
す
る
。

　
㈲
　
内
外
に
お
け
る
最
大
の
競
争
力
を
も
ち
う
る
よ
う
な
、
設
備
の
最
新
鋭
化
と
省
力
化
を
は
か
り
、
コ
O
年
た
っ
て
も
最
新
鋭
で

　
　
あ
る
（
エ
バ
ー
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
君
津
）
」
モ
デ
ル
製
鉄
所
で
あ
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
（
八
幡
製
鉄
株
式
会
社
史
『
炎
と
と
も
に
』
P
一

　
　
六
一
）

6
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JK活動の理念図1

生き生きとした

企業の繁栄

社会への役立ち

間
業

人
企

達成

企業の成長

安全 安全に

環境 楽　に

生産 の向上 早　く

品質 良　く

歩留 安　く

1
』

活動

やり甲斐ある職場を提供する

1
L

『人間のよろこび

何でも話し合える雰
囲気
自分のカの向上・発
揮
白主性の発輝
人間らしさ
∫喜怒哀楽を感じ合
フ）

自己を表現したがっている

纂麟脇國効一企…

協力し合って働く方が
　　楽しいし能率的だ

多くの人が集まって
毎をするのが企業だ

一人で働くより多くの人と一緒に
って働いた方がより物が豊富に
く生産出来る

生きるために

互い働かねば

らない

企業はより高い
値を生み出す

動をしなけれ
ならない

ま一人では

れない

企業は

問なしでは

り立たない

ヤ

レ
　
い
福

し
感
ご

ら
実
勧

間
充
生
幸

人

人問は

生きら

く人間尊重の精神＞

7
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ま
た
君
津
製
鉄
所
は
、
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
た
世
界
最
大
の
競
争
力
を
も
ち
う
る
最
新
鋭
工
揚
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
設

備
投
資
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
と
な
る
よ
う
な
徹
底
し
た
省
力
化
が
は
か
ら
れ
、
低
コ
ス
ト
良
品
質
製
品
生
産

体
制
と
い
う
課
題
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
㈲
　
J
K
活
動
導
入
の
戦
略

　
こ
う
し
た
環
境
の
な
か
で
、
現
揚
（
ラ
イ
ン
）
の
自
主
管
理
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
以
来
八
幡
製
鉄
所
で
導

入
さ
れ
て
い
た
9
C
（
O
轟
一
一
q
O
o
暮
3
一
）
サ
；
ク
ル
活
動
の
導
入
が
君
津
の
組
織
戦
略
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。
周
知
の
よ
う
に
米
国
の

科
学
的
生
産
管
理
運
動
の
一
環
と
し
て
開
発
さ
れ
、
日
本
独
自
の
運
用
で
開
花
し
た
と
い
わ
れ
る
9
C
サ
ー
ク
ル
活
動
と
は
、
生
産
ラ
イ

ン
（
現
在
で
は
直
接
の
生
産
部
門
以
外
に
も
ひ
ろ
く
普
及
し
て
い
る
）
に
よ
る
自
主
管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
を
利
用
し
て
職
揚
に
お
け
る
自
己
実
現
と
同
時
に
生
産
性
の
向
上
、
品
質
の
管
理
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ク
ル
活
動
で
あ
る
。
君
津
が
9

C
活
動
を
組
織
戦
略
と
し
て
導
入
し
た
第
一
の
要
因
は
、
全
く
新
し
い
概
念
の
製
鉄
所
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て
、
既
成
の
常
識
は
全
て

見
直
し
、
お
し
き
せ
で
な
い
自
分
の
職
揚
を
自
分
で
作
り
あ
げ
る
た
め
に
は
、
操
業
す
る
人
間
と
計
画
す
る
人
間
の
カ
を
合
体
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
製
品
差
別
化
次
元
の
低
い
鉄
に
と
っ
て
、
し
か
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
i
化
に
よ
っ
て
一
層
企
画
化
が
進
む
君
津

に
お
い
て
、
最
終
的
な
差
別
化
・
品
質
管
理
は
現
場
の
個
人
個
人
に
よ
っ
て
達
成
さ
せ
る
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
た
め
と
い
わ
れ
る
。

　
な
お
、
J
K
活
動
と
は
、
君
津
独
自
の
9
c
活
動
を
新
日
鉄
成
立
時
点
（
一
九
七
〇
年
）
で
、
そ
の
自
主
制
を
強
調
す
る
た
め
、
自
主

管
理
の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
J
K
活
動
」
と
独
自
の
名
称
化
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
図
1
に
示
さ
れ
る
、
個
人
の
自
己
実
現
と
企
業
の
成

長
を
合
体
す
る
理
念
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
＠
　
J
K
活
動
の
展
開

8



グループ・ダイナミクスのイノペーシ日ン

表1　君津JK活動のあゆみ

昭和42年12月

昭和43年6月

　　　6月
昭和斜年7月

昭和45年4月

昭和46年5月

昭和47年6月

昭和47年1D月

　　　12月

昭和48年4月

　　　4月
　　　5月
　　　7月

昭和49年4月

昭和50年4月

月
月
月
4
5
5　　　6月

　　　11月
昭和5工年4月

　　　7月
　　　10月

11月

昭和52年2月

　　　6月

11月

　　　11月
昭和53年4月

5月

6月

7月

7月

ΩCサークル導入

君津JK連合会発足
第1回JK活動所内大会開催

「9Cサークル活動のすすめ」発

刊

JK活動と名称変更（新日鉄誕生）

鉄連r第1次JK海外視察j初参加

束京湾岸3社交流会発足

「JKだより」発刊

協力会社（蘇鉄会）第ユ回JK活

動発表大会開催

「JK活動報奨取扱規程」制定

「JK期報」創刊

全社「JK活動の歌」決まる

日科技連「第2回9CC洋上大学』

初参加

課題テーマ発表大会始まる

「年度JK：活動目標』ボスター設

定

支援担当者会議発足

「JK活動推進BOOKj発刊
第30回JK活動所内大会より大

会賞設定

「JKリーダー研修（1期）」発足

所JKルーム新設
君津JK連合会分科会方式発足

合言葉rやってますか〃」決まる

r協力会社JK活動表彰制度」制

定

第6回全日本選抜9CC大会吉岡
サークル金賞受賞

第1回専門分野別大会開催

束南アジア国際9CC大会（台湾）

発表初参加

第7回全日本選抜ΩCC大会中川

サークル金賞受賞

林サ’一クノレFΩC賞受賞

rメキシコ品質管理研修チーム』

受入

「JKリーダー研修（H期）」発足

rJK活動試作実験予算」設定

JK活動10周年記念大会開催

JK活動シンボマルーク旗作成

月
月7
7
8月

　　　12月
昭和54年4月

月
月4
7

　　　7月
　　　11月
昭和55年2月

　　　3月

月
月
月
5
5
6　　　7月

　　　11月
昭和56年1月

3月

4月

4月

7月

11月

11月

12月

　　　12月

　　　12月
昭和57年1月

　　　4月

JK記念塔建立（正門）

第1回年間優秀サークル賞表彰始

まる

JKニュースrやってますか〃」

創刊

第1回JK’活動女子社員大会開催

rメキシコ品質管理研修チーム」

第2回受入
君津JK連合会所幹事OB会発足
女子社員サークル社外大会に初発

表参加

JK記念塔増設（東門）

第1回9C探訪発表会開催
社内他製鉄所JK活動探訪実施

女子社員JK活動rあなたへのメ

ツセージ」発刊

他社JIく活動探訪実施

女子社員リーダー幹事会発足

第5回JK活動女子社員大会より

大会賞設定

JK連合会所幹事通僑教育受講

「N7研修』発足

テーマrサークル成長記録』大会

開催

r君津JK連合会中期JK活動目
標」設定

「JKリーダー研修（1期）」を課

工揚研修へ移行

「JK活動推進BOOK」4部冊改
訂

女子社員JK活動をrフレッシ
ュアソプ活動」と愛称化

第11回全日本選抜9CC大会長塚

サークル金賞受賞

佐藤サークルFgC賞受賞
フレッシ昌アッブ活動シンボルマ

ーク設定及ぴ旗作成

課工揚JI｛ルーム，12か所完成

「N7体得のすすめ」発刊

所JKセンター完成，開設

rメキシコ品質管理研修チーム』

第3回受入れ

9
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以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
J
K
活
動
と
は
ラ
イ
ン
の
自
主
的
な
管
理
活
動
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
が
企
業

に
導
入
さ
れ
組
織
の
中
に
定
着
し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
社
お
よ
ぴ
製
鉄
所
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
一
方
で
自
主
管
理
を
強
調
し
つ
つ
も
、

製
鉄
所
全
体
の
導
入
・
定
着
の
た
め
の
試
行
錯
誤
的
組
織
化
が
は
か
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
八
幡
製
鉄
所
か
ら
派
遣

さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
、
活
動
の
導
入
過
程
に
お
い
て
何
度
も
挫
折
し
か
か
っ
た
運
営
組
織
や
個
人
を
励
ま
し
、
軌
道
に
乗
せ
て
い
く

努
力
を
重
ね
た
の
で
あ
っ
た
。
表
1
は
、
君
津
に
お
け
る
J
K
活
動
が
ど
の
よ
う
に
導
入
さ
れ
た
の
か
を
年
代
順
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
表
で
明
ら
か
な
こ
と
は
、
J
K
活
動
が
自
主
的
な
運
動
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
導
入
の
た
め
に
全
社
的
な
制
度
化
・
予
算
化

が
微
に
入
り
細
に
わ
た
り
は
か
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
J
K
活
動
の
あ
ゆ
み
の
な
か
で
最
も
重
要
な
出
来
事
と
し
て
君
津
J
K
事
務

局
は
、
「
活
動
の
導
入
と
同
時
に
『
J
K
連
合
会
（
サ
ー
ク
ル
員
の
み
に
よ
る
自
主
運
営
組
識
）
』
を
発
足
さ
せ
た
こ
と
（
昭
和
四
三
年
）
と
、

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
『
支
援
者
担
当
会
議
』
を
発
足
さ
せ
て
活
動
の
支
援
を
組
織
化
し
た
こ
と
（
昭
和
五
〇
年
）
」
、
の
2
点
を
あ
げ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
J
K
活
動
の
組
織
特
性
を
象
徴
的
に
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
J
K
活
動
は
あ
く
ま
で
も
職
制
を
も
た
な

い
ラ
イ
ン
の
自
主
的
な
活
動
で
あ
り
、
自
主
運
営
を
行
な
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
導
入
と
定
着
に
と
っ
て
は
、
作
業
長
、

掛
長
、
さ
ら
に
技
術
ス
タ
ッ
フ
等
の
行
動
あ
る
い
は
し
く
み
の
面
で
の
協
力
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
君
津
J
K
事
務
局
で
は
こ
の
点
を
、

「
J
K
活
動
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
放
任
で
も
命
令
で
も
な
い
、
ま
さ
に
そ
の
中
間
の
支
援
な
の
で
す
」
と
強
調
す
る
。
ま
た
、
J
K

活
動
の
メ
ン
バ
ー
自
身
も
、
「
も
し
こ
れ
が
業
務
命
令
系
統
で
あ
っ
た
な
ら
、
す
ぐ
に
ル
ー
テ
ィ
ン
化
し
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
」
、
と
述
懐

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
支
援
の
考
え
方
の
う
え
に
、
図
2
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
現
在
の
J
K
活
動
推
進
組
織
と
支
援
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
自
主
運
営
組
織
も
す
ん
な
り
と
現
揚
に
う
け
い
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
紆
余
曲
折
を
経
て
定

着
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
七
三
年
に
制
定
さ
れ
た
「
J
K
活
動
報
奨
取
扱
規
定
」
に
も
、
こ
う
し
た
支
援
の
配
慮
が
見
ら
れ

る
。
本
来
J
K
活
動
は
自
主
的
な
活
動
の
た
め
、
企
業
か
ら
の
報
奨
あ
る
い
は
残
業
手
当
と
は
無
縁
で
あ
る
こ
と
が
建
前
で
あ
る
。
し
か

10



グループ・ダイナミクスのイノペーシ日ン

図2　JK活動推進組織と支援体制

支援体制君津JK連合会

　　　　　　，　合計53
　　　　　　：
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．
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1
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1
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5
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一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
5
9
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課・工場
幹事会

掛幹事会

「
，
1
」

サークル
リーダー

メ　ンバー

　　　　一　　一一　聖
■

「
1
1
」

し
、
こ
の
規
定
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

図
3
が
示
す
よ
う
に
活
動
の
ア
イ
デ
イ
ア
（
考

案
報
奨
）
、
プ
・
セ
ス
（
J
K
活
動
報
奨
）
、
成

果
（
成
果
報
奨
）
、
の
各
段
階
で
報
奨
が
評
価
授

与
さ
れ
、
さ
ら
に
成
果
の
大
き
い
も
の
を
発

明
・
改
善
報
奨
と
し
て
表
彰
す
る
こ
と
が
、

「
金
額
的
に
わ
ず
か
（
一
、
O
O
O
～
三
、
○

○
○
円
／
一
人
）
」
で
あ
り
な
が
ら
も
予
算
化

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
残
業
手
当
に
あ
る

程
度
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
年
齢
に
か
か
わ
ら

ず
J
K
活
動
助
成
金
も
支
給
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
J
K
活
動
の
具
体
的
な
し
く
み
に
つ

い
て
考
察
し
よ
う
。
J
K
活
動
は
平
均
七
名
の

サ
ー
ク
ル
員
に
よ
っ
て
テ
ー
マ
が
選
定
さ
れ
、

成
果
発
表
を
も
っ
て
完
結
さ
れ
る
。
図
4
に
示

さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
発
表
は
君
津
製
鉄
所
内

の
掛
大
会
に
始
ま
り
、
新
日
鉄
全
体
の
社
内
大

会
を
経
て
、
社
外
大
会
に
ま
で
進
展
す
る
可
能

11
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表彰・報奨制度

欝

轍㊥

56年度実績

発明・改善表彰制度

発明・改善表彰 評価項目 ウェイト

249件
JK関係
55件622％

新規性 40

1～5級（所長賞）
努　力 30

審査
効　果 30

成果大

考案成果報奨制度
　1

J　K活動報奨制度

［一一臼一一一

成果報奨 評課項目 ウェ朴 JK活動報奨 評価項目

題意識

ウェイト

5
・1～2級（部長報奨）’3～5級

嚢鍵）

着想 25
・特別賞（部長報奨）

瓢（嚢霧）努力 35 努力と程度 50

効果 40 効　　果 25

1
評
価 評価

成果報告 活動結果報告

團 活動実施
亭

テーマ決定考案報奨

・優秀賞偶・工場、・優良賞帳報奨ノ

サークル

評価

考案提出

　　1

轍⑧
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　　　　　　　　　　　　　図4JK’活動のしくみ
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大
大
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推
課
　
所

　
所
内
大
会

会
会
会
会

大
大
大
大

　
　
　
長

合
　
　
業
，
，
…

総
　
　
機
作

社
内
大
会

会
会
会

大
大
大

Cc
連
際

Q
鉄
国

社
外
大
会

の
じ
一一

膚
闘
囲
廟
囲
團
囲
亨
‘　　　　　　　　　一』

JK活動報奨

新
し
い
目
標
に

完結報告・発表

準化・歯止

果の確認

策の立案・実施

活動計画設定

状把握・分析

問題点の指摘・解析

標値の設定

テーマ選定

性
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
発
表
の
過
程
で
注

目
さ
れ
る
こ
と
は
、
相
互
作
用
を
通
じ
た
学

習
の
幅
が
広
げ
ら
れ
、
競
争
の
レ
ベ
ル
が
変

化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
J
K
活

動
を
通
じ
て
第
一
に
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
i
間

の
相
互
作
用
と
競
争
が
発
生
し
、
次
に
グ
ル

ー
プ
間
の
相
互
作
用
と
競
争
が
起
こ
る
。
そ

れ
ら
が
課
・
工
揚
レ
ベ
ル
に
拡
大
さ
れ
所
内

全
体
の
相
互
作
用
を
促
す
。
一
方
、
新
日
鉄

は
九
ケ
所
の
製
鉄
所
と
一
ヶ
所
の
製
造
所
を

も
つ
大
企
業
で
あ
り
、
こ
う
し
た
相
互
作
用

と
競
争
は
一
製
鉄
所
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
製

鉄
所
間
の
各
部
門
間
に
ま
で
展
開
す
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
鉄
鋼
王
国
日
本
の
他
の
五
大

優
秀
メ
ー
カ
ー
も
同
じ
く
9
C
活
動
を
導
入

し
て
お
り
社
外
と
の
相
互
作
用
と
競
争
も
J

K
活
動
を
一
層
活
性
化
さ
せ
る
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
J
K
事

13
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務
局
は
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

「
大
所
帯
新
日
鉄
は
ま
さ
に
連
合
艦
隊
で
あ
り
、
古
い
巡
洋
艦
も
い
れ
ば
最
新
鋭
の
駆
逐
艦
も
い
ま
す
。

せ
、
ひ
と
た
び
外
輪
の
競
争
と
な
る
と
一
丸
と
な
っ
て
い
く
好
循
環
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
す
。
」

そ
の
内
輪
の
競
争
を
活
性
化
さ

　
J
K
活
動
は
、
ま
た
個
人
で
は
け
っ
し
て
お
こ
り
え
な
い
「
情
報
の
共
有
化
」
を
促
進
さ
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
J
K
活
動
メ
ン
バ
ー
は
、

わ
れ
わ
れ
の
質
問
に
対
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
が
進
ん
だ
最
新
工
揚
で
も
、
オ
ペ
レ
ー
シ
日
ン
段
階
で
、
個
人
の
学
習
に
よ
る
「
現

揚
に
し
か
分
ら
な
い
デ
ー
タ
」
あ
る
い
は
「
職
人
根
性
」
に
支
え
ら
れ
た
習
熟
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
数
多
く
存
在
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
う
し
た
現
揚
の
情
報
が
、
J
K
活
動
を
通
じ
て
グ
ル
ー
プ
内
、
グ
ル
ー
プ
間
に
共
有
さ
れ
、
討
議
の
過
程
で
洗
練
さ
れ
、
標
準
化
（
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
）
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
く
。
彼
ら
は
こ
の
現
象
を
、
「
ア
イ
デ
ア
が
ア
イ
デ
ア
を
呼
ぶ
」
と
述
ぺ
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
9
C
七
つ
道
具
（
数
量
的
情
報
処
理
手
法
）
」
や
「
新
9
C
七
つ
道
具
・
N
7
（
言
語
情
報
処
理
手
法
）
」
等
の
、
情
報
の
共

有
化
を
促
進
さ
せ
る
共
通
の
「
言
語
」
の
制
度
的
導
入
も
J
K
活
動
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

　
共
有
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、
さ
ら
に
実
験
で
そ
の
効
果
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
組
織
的
に
蓄
積
さ
れ
る
制
度
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
一
九

七
八
年
六
月
に
予
算
化
さ
れ
た
「
J
K
活
動
試
作
実
験
予
算
」
は
、
J
K
活
動
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
段
階
で
の

改
善
を
実
験
に
よ
っ
て
確
認
す
る
た
め
の
特
別
予
算
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
J
K
活
動
は
外
的
環
境
の
変
化
を
活
動
自
身
の
活
性
化
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
図
5
が
示
す
よ
う
に
、
一
九
七
三
（
昭
和
四

八
）
年
秋
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
後
完
結
テ
ー
マ
数
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
完
結
テ
ー
マ
数
の
増
加
を
、
君
津
J
K
事
務
局
は
、
「
石
油

シ
日
ッ
ク
に
よ
る
危
機
意
識
が
個
人
個
人
の
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
た
と
同
時
に
、
こ
の
時
点
ま
で
に
J
K
活
動
自
身
と
そ
の
支
援
組
織
が

組
織
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
相
乗
効
果
に
よ
る
も
の
」
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
後
現
在
ま
で
引
き
つ
づ
い

14
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図5　男子社員JK活動の推移

完
結
度
（
完
結
件
数
／
サ
ー
ク
ル
・
年
）
争
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
3
。
　
　
　
　
　
　
乞
　
　
　
　
　
　
　
L

0

904

サークル数 3．3

完結度

66 0．4

1，000

800

サ
　　　600i
ク

薮
↑400

200

　　0
昭和42年　43　44　45　46　47　48　49　50　51　52　52　54　55　56

完結
一　　一　551802804005335869151，6242，3462，2752，3312，2702，6212，988
丁一マ数

て
い
る
鉄
鋼
不
況
と
い
う
外
的
環
境
悪
化
を
桓
杯

と
し
た
組
織
活
性
化
の
努
力
は
、
年
表
1
に
示
さ

れ
る
よ
う
に
、
一
九
七
五
年
の
「
J
K
リ
ー
ダ
i

研
修
制
度
」
の
発
足
、
一
九
七
六
年
か
ら
の
協
力

会
社
の
J
K
活
動
へ
の
取
り
込
み
、
一
九
七
六
年

以
後
の
新
部
門
活
動
の
開
始
等
に
よ
っ
て
続
け
ら

れ
、
現
在
七
割
以
下
の
操
業
を
強
い
ら
れ
て
い
る

な
か
で
、
「
事
業
は
沈
滞
、
個
人
は
高
揚
」
（
岩
井
、

一
九
八
一
）
と
い
う
状
況
を
生
み
だ
す
に
至
っ
て

い
る
。

　
三
、
J
K
活
動
と
組
織
学
習
の
論
理

　
以
上
が
君
津
J
K
活
動
展
開
過
程
の
概
要
で
あ

る
。
次
に
、
わ
れ
わ
れ
は
組
織
学
習
の
関
連
概
念

を
導
入
し
て
、
J
K
活
動
の
展
開
過
程
を
さ
ら
に

分
析
的
に
考
察
し
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
学
習
の

ダ
イ
ナ
、
・
・
ッ
ク
な
プ
ロ
セ
ス
を
論
理
的
に
明
ら
か

に
し
て
み
た
い
。

15
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⑥
　
組
織
学
習
プ
・
セ
ス
・
モ
デ
ル

　
わ
れ
わ
れ
が
活
動
の
展
開
を
調
査
し
て
い
る
過
程
で
考
え
つ
い
た
こ
と
は
、
組
織
学
習
が
完
結
す
る
ス
テ
ッ
プ
を
概
念
的
に
明
確
に
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
現
段
階
で
は
組
織
学
習
の
過
程
を
、
ω
　
個
人
学
習
の
促
進
、
図
　
学
習

の
共
有
・
評
価
、
圖
　
制
度
化
の
三
段
階
で
と
ら
え
る
の
が
、
分
析
上
も
っ
と
も
明
確
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
組
織
学
習
が
起
る
た
め

に
は
、
先
ず
組
織
の
構
成
メ
ン
バ
ー
す
な
わ
ち
個
人
が
学
習
活
動
を
イ
ニ
シ
エ
イ
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
組
織
は
個
人
の
脳
に
対
応

す
る
も
の
を
持
た
な
い
の
で
、
そ
れ
自
体
で
は
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
組
織
学
習
の
第
一
段
階
は
先

ず
個
人
の
学
習
を
促
進
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
個
人
学
習
に
つ
い
て
の
関
連
概
念
・
モ
デ
ル
を
準
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
第
二
段
階
は
、
個
人
あ
る
い
は
集
団
間
の
相
互
作
用
を
通
じ
た
学
習
と
そ
の
成
果
の
共
有
・
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
集
団
（
グ

ル
ー
プ
）
と
い
う
概
念
が
重
要
な
鍵
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
第
三
段
階
は
、
学
習
し
た
結
果
を
組
織
メ
ン
バ
ー
全
員
に
利
用
可
能
と
な
る

よ
う
に
、
組
織
構
造
・
管
理
シ
ス
テ
ム
内
に
制
度
化
す
る
段
階
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
組
織
学
習
と
は
、
以
上
の
個
人
・
集
団
・
組
織
の
分
析
レ
ベ
ル
に
ま
た
が
っ
て
情
報
の
フ
・
ー
を
組
織
的
に
ス
ト
ッ
ク

し
て
い
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
プ
・
セ
ス
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
図
6
の
よ
う
な
組
織
学
習
プ
・

セ
ス
・
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
す
る
。

　
ω
　
個
人
学
習
の
促
進

　
個
人
学
習
過
程
は
、
動
機
づ
け
位
相
で
あ
る
期
待
の
ス
テ
ッ
プ
を
経
て
注
意
を
焦
点
化
し
選
択
的
知
覚
段
階
、
す
な
わ
ち
理
解
位
相
へ

移
行
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
の
学
習
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
先
ず
動
機
づ
け
を
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
動
機
づ

け
は
、
期
待
理
論
に
よ
れ
ば
、
学
習
者
の
内
側
に
期
待
と
呼
ば
れ
る
状
態
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
、
期
待
は
誘
因
な
い

し
は
目
標
の
性
質
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
り
内
発
的
に
は
、
個
人
差
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
人
間

16
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　　　　　　　図6組織学習プロセス・モデル

　　　　　　→　環境創造　←　組織知識

個
人
過
程

集
団
過
程

組
織

期待

（誘因的動機づけ）

注意の焦点化

（選択的知覚）

共有化

　　実行行為

　　　　　　反応の相互評価

結果の制度化

17
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に
は
困
難
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
や
り
と
げ
た
い
、
す
ぐ
れ
た
仕
事
を
し
た
い
な
ど
、
自
ら
の
可
能
性
を
極
限
追
求
し
て
高
い
水
準
に
到

達
し
た
い
と
い
う
達
成
動
機
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
機
づ
け
は
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぽ
っ
て
環
境
の
主
体
的
創
造
（
。
β
9
ヨ
①
昌
）
に
よ

っ
て
影
響
を
う
け
る
だ
ろ
う
。
環
境
創
造
と
は
、
組
織
メ
ン
バ
ー
が
環
境
を
主
観
的
に
認
知
し
、
意
味
づ
け
、
創
造
す
る
こ
と
で
あ
る

（
ミ
。
8
F
ち
＄
）
。
当
時
の
君
津
に
は
、
組
織
メ
ン
バ
ー
の
期
待
を
促
進
す
る
組
織
の
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の
環
境
創
造
が
あ
っ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
経
営
者
の
レ
ベ
ル
で
は
、
君
津
を
最
新
鋭
工
揚
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
業
界
リ
ー
ダ
ー
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
君
津
製
鉄
所
レ
ベ
ル
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
製
鉄
所
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
エ
バ
ー
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
君
津
を
建
設

す
る
こ
と
で
本
社
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
現
揚
の
自
主
性
を
最
大
限
に
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
認
知
し
て
い
た
。
そ
れ
を
受
け
て
現
揚
で
は
、
最
新
鋭
工
揚
建
設
に
あ
た
っ
て
各
工
場
、
各
部
門
の
設
備
・
レ
イ
ァ
ウ
ト
さ
ら

に
は
操
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
全
て
を
自
分
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
君
津
マ
ン
で
作
り
あ
げ
よ
う
と
い
う
熱
気
に
燃
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
創
造
が
目
標
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
て
、
各
レ
ベ
ル
で
の
君
津
マ
ン
の
動
機
づ
け
要
因
に
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
組
織
の
学
習
は
先
ず
個
人
の
動
機
づ
け
に
成
功
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
後
の
学
習
プ
・
セ
ス
を
駆
動
さ
せ
る
こ
と
も
持
続
さ
せ
る
こ
と
も

で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
組
織
知
識
を
質
的
に
も
量
的
に
も
増
大
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
J
K
事
務
局
担
当
者
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

18

「
活
動
を
通
し
て
、
自
分
自
身
を
多
角
経
営
す
る
。
例
え
ば
、
体
を
強
く
す
る
、
ま
あ
健
全
な
る
精
神
は
健
全
な
る
肉
体
に
や
ど
る
と
か
、

リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
ば
字
を
み
ん
な
の
前
で
書
く
た
め
習
字
を
習
う
と
か
、
人
前
で
話
す
た
め
に
は
度
胸
を
つ
け
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
い

ろ
ん
な
面
で
自
主
活
動
を
軸
に
し
て
自
分
が
成
長
で
き
、
し
か
も
会
社
は
そ
の
た
め
に
支
援
し
て
く
れ
る
、
給
料
ま
で
く
れ
る
、
こ
ん
な



あ
り
が
た
い
こ
と
が
あ
る
か
、

な
い
ん
で
す
ね
。
」

ま
さ
に
理
想
的
だ
、
と
い
う
人
が
何
人
か
い
ま
す
。
結
局
、
自
分
に
か
え
っ
て
こ
な
い
も
の
は
長
続
き
し

グループ・ダイナミクスのイノペーシ日ン

　
ま
た
本
来
無
報
酬
で
あ
っ
た
J
K
活
動
が
、
そ
の
展
開
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
報
奨
制
度
を
制
度
化
し
て
い
っ
た
の
も
、
誘
因
的
動
機
づ

け
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
さ
ら
に
、
個
人
の
学
習
へ
の
動
機
づ
け
は
、
個
人
の
自
律
性
を
組
み
込
む
場
合
に
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
高
い
。

「
J
K
活
動
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
命
令
で
も
放
任
で
も
な
い
ま
さ
に
そ
の
中
間
の
支
援
な
の
で
す
」
と
い
う
考
え
方
は
、
こ
の
点
を
考

慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
う
し
て
動
機
づ
け
ら
れ
た
個
人
は
、
学
習
と
い
う
目
標
に
む
け
て
注
意
を
焦
点
化
さ
せ
、
問
題
意
識
に
あ
わ
せ
た
選
択
的
知

覚
を
働
か
せ
る
よ
う
に
な
る
。
本
来
こ
う
し
た
注
意
の
焦
点
化
は
、
動
機
づ
け
ら
れ
た
個
人
が
自
ら
緊
張
状
態
を
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
な

さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
持
続
的
緊
張
状
態
を
個
人
的
に
保
つ
と
い
う
の
は
、
か
な
ら
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
J
K
活
動
は
、
こ

う
し
た
緊
張
状
態
を
仲
間
同
志
の
相
互
作
用
の
な
か
で
持
続
さ
せ
る
し
く
み
を
備
え
て
い
る
。
J
K
活
動
に
対
し
て
比
較
的
客
観
的
立
場

に
あ
る
君
津
の
経
理
部
長
は
、
「
J
K
活
動
は
、
ま
あ
、
お
互
い
に
侵
し
合
い
な
が
ら
学
ん
で
く
れ
と
い
う
こ
と
だ
」
と
、
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
J
K
活
動
は
グ
ル
ー
プ
を
活
動
単
位
と
す
る
時
点
で
、
構
成
メ
ン
バ
ー
が
お
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
（
そ
れ
は
担
当
職
務

で
あ
り
、
ア
イ
デ
ア
そ
れ
自
体
で
も
あ
る
）
を
侵
し
つ
つ
、
自
分
も
学
ぴ
ま
た
他
人
か
ら
も
学
ぶ
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
個
人
の
緊
張
間
が
お
互
い
に
持
続
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
図
6
に
掲
げ
た
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
で
は
、
本
来
個

人
の
特
性
で
あ
る
「
注
意
」
が
集
団
の
領
域
に
ま
た
が
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
う
し
て
動
機
づ
け
ら
れ
た
個
人
の
緊
張
状
態
を
集
団
に
よ
っ
て
持
続
化
さ
せ
る
し
く
み
を
も
っ
た
J
K
活
動
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
な
か
に
は
、
一
見
ラ
ン
ダ
ム
あ
る
い
は
非
連
続
的
と
思
わ
れ
る
学
習
が
成
立
す
る
こ
と
が
あ
る
。
次
に
あ
げ
る
二
つ
の
ケ
ー
ス
が

19
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連続鋳造

スラブ

翻
塊造←

　　　　　　　　図7製鋼工程と転炉の役割

製銑一→　製鋼

＜論〉　＜転炉＞　耳

そ
の
例
で
あ
る
。
若
干
長
い
引
用
に
な
る
が
、
こ
の
例
を
も
と
に
J
K
活
動
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

・
ン
を
具
体
的
に
理
解
す
る
た
め
詳
し
く
考
察
し
て
み
よ
う
。

（
注
）
　
以
下
、
本
文
で
述
ぺ
る
四
つ
の
ケ
ー
ス
は
、
新
日
鉄
編
『
「
挑
戦
の
日
々
」
1
新
日
鉄
の
J

　
K
活
動
か
ら
ー
』
、
岩
井
正
和
『
新
日
鉄
マ
ン
パ
ワ
ー
革
命
』
、
等
を
参
考
に
わ
れ
わ
れ
が
調
査
し

　
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
中
の
記
載
と
参
考
文
献
と
の
間
に
は
若
干
の
く
い
違
い
が
あ
る
が
、

　
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
調
査
結
果
を
優
先
さ
せ
た
た
め
で
あ
る
。

ケ
ー
ス
ー
”
転
炉
寿
命
延
長
技
術

転
炉
と
は
、
高
炉
で
作
ら
れ
た
溶
銑
を
中
心
と
し
た
原
材
料
に
酸
素
を
吹
き
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

　
て
化
学
反
応
を
起
こ
さ
せ
、
最
高
一
、
七
〇
〇
度
に
近
い
高
温
下
で
精
練
し
て
鋼
を
作
り
だ
す
も

　
の
で
あ
る
。
こ
の
精
練
工
程
で
は
激
し
い
化
学
反
応
と
高
温
の
た
め
転
炉
内
に
は
ら
れ
た
耐
火
レ

　
ン
ガ
が
激
し
く
痛
む
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
転
炉
工
揚
で
は
三
基
の
転
炉
を
設
置
し
、
二
基

操
業
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
半
月
に
一
回
の
定
期
補
修
（
八
～
一
二
時
間
）
が
行
な
わ
れ
る
。
耐

火
レ
ン
ガ
の
消
耗
に
は
、
化
学
反
応
中
レ
ン
ガ
内
の
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ュ
ウ
ム
（
累
の
○
）
が
溶
け
出

　
す
レ
ン
ガ
溶
損
お
よ
ぴ
目
地
切
れ
と
、
定
期
補
修
中
の
休
止
期
間
中
に
炉
内
の
温
度
が
八
O
O
度

以
下
に
下
が
る
こ
と
に
よ
る
操
業
再
開
時
の
激
し
い
レ
ン
ガ
の
損
傷
が
あ
っ
た
。
客
σ
q
O
融
出
に

関
し
て
は
、
米
国
で
開
発
さ
れ
た
ス
ー
パ
ー
・
ハ
イ
・
マ
グ
ネ
シ
ャ
操
業
（
炉
内
に
あ
ら
か
じ
め

三
σ
q
O
を
投
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
鼠
の
○
の
飽
和
状
態
を
作
り
だ
し
、
溶
損
を
防
止
す
る
技

術
）
を
べ
ー
ス
技
術
と
し
て
炉
寿
命
の
延
長
が
は
か
ら
れ
、
か
つ
て
一
、
0
0
0
回
と
い
わ
れ
た

転
炉
寿
命
が
三
、
○
○
○
～
五
、
○
○
○
回
近
く
の
使
用
に
耐
え
う
る
よ
う
に
な
っ
た
。
残
る
は
、

定
期
補
修
中
の
八
○
○
度
以
上
の
保
温
技
術
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
七
六
年
四
月
か
ら
六
月
に

20
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か
け
て
こ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
工
長
以
下
平
均
年
齢
二
七
・
七
歳
の
九
名
か
ら
な
る
サ
ー
ク
ル
員
た
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
転
炉
寿

命
の
延
長
記
録
は
、
新
日
鉄
社
内
ば
か
り
か
各
社
間
に
お
い
て
も
更
新
競
争
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
テ
ー
マ
選
択
に
は
明
ら
か
な
競
争
心
理
が
働

い
て
い
た
。

　
そ
れ
ま
で
の
保
温
方
式
で
は
、
転
炉
内
に
コ
；
ク
ス
五
～
六
ト
ン
を
投
入
し
、
そ
の
燃
焼
火
力
で
保
温
を
は
か
る
も
の
で
あ
り
、
炉
蓋
を
密
閉
す
る

必
要
上
、
炉
頂
に
付
着
し
た
地
金
を
叩
き
お
と
す
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
方
式
で
は
地
金
を
落
す
と
き
に
炉
頂
レ
ン
ガ
の
破
壊
や

高
熱
下
作
業
の
危
険
も
発
生
し
た
。
し
か
も
補
修
中
に
炉
内
の
温
度
が
五
〇
〇
度
を
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
八
○
○
度
以

上
の
保
温
を
確
保
し
、
作
業
を
容
易
に
し
て
、
し
か
も
保
熱
コ
ス
ト
を
さ
げ
る
と
い
う
目
標
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
研
究
の
結
果
、
造
塊
時
に
使
用
す
る
発
熱
パ
ウ
ダ
ー
と
コ
ー
ク
ス
の
併
用
が
は
か
ら
れ
、
つ
い
で
炉
蓋
周
囲
に
金
網
の
石
綿
を
張
っ
た
ス
カ
ー
ト
を

は
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
金
を
完
全
に
落
と
さ
な
く
て
も
炉
蓋
を
密
閉
で
き
る
方
法
が
考
案
さ
れ
、
八
時
間
保
熱
で
八
O
O
度
を
維
持
す
る
こ
と

が
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
発
熱
パ
ウ
ダ
ー
投
入
作
業
が
き
つ
く
、
ま
た
パ
ウ
ダ
ー
に
よ
る
煙
害
が
発
生
す
る
う
え
、
コ
ス
ト
も
割
高
に
な

る
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
二
で
、
今
ま
で
蓋
を
す
る
と
か
、
パ
ウ
ダ
ー
で
内
部
を
保
熱
す
る
と
い
っ
た
既
成
概
念
を
捨
て
て
、
「
炉
蓋
を
装
着
せ
ず
、
パ
ウ
ダ
ー
投
入
も
行

な
わ
ず
、
し
か
も
手
間
の
か
か
ら
ぬ
方
法
」
、
を
考
え
る
と
い
う
発
想
の
転
換
が
追
求
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
以
後
試
行
錯
誤
を
繰
り
か
え
す
う
ち
に
、

改
善
の
ヒ
ン
ト
は
日
常
の
作
業
の
な
か
か
ら
偶
然
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
転
炉
で
作
り
あ
げ
た
溶
鋼
は
、
転
炉
を
傾
斜
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
流
出
さ

れ
る
。
そ
の
傾
斜
の
段
階
、
す
な
わ
ち
転
炉
が
さ
か
さ
ま
に
な
っ
た
時
、
炉
内
の
高
温
が
外
へ
逃
げ
な
い
と
い
う
こ
と
を
誰
か
が
ふ
と
言
い
だ
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
状
態
で
最
適
保
温
の
方
法
が
検
討
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
対
策
が
実
施
さ
れ
、
つ
い
に
一
〇
時
間
保
熱
で
九
〇
〇
度
以
上
の
成

果
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
試
行
錯
誤
の
結
果
に
発
見
さ
れ
た
偶
然
の
思
い
つ
き
に
よ
る
新
し
い
方
式
に
よ
っ
て
転
炉
使
用
回
数
一
〇
、
一
一
〇
回
と
い

う
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
全
く
覆
す
世
界
記
録
が
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
改
善
で
炉
蓋
修
理
費
と
発
熱
パ
ウ
ダ
ー
代
が
不
用
と
な
リ
コ

ー
ク
ス
代
も
削
減
さ
れ
、
作
業
も
大
幅
に
簡
素
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
転
炉
寿
命
の
延
長
に
よ
っ
て
、
一
基
二
〇
〇
億
円
の

転
炉
三
基
設
置
二
基
操
業
体
制
が
、
予
備
炉
な
し
の
二
基
設
置
二
基
操
業
体
制
に
変
化
し
製
鋼
工
程
全
般
を
変
革
す
る
可
能
性
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で

あ
る
。
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ケ
ー
ス
2
n
圧
延
用
オ
イ
ル
の
再
利
用

　
圧
延
工
程
と
は
、
精
練
畦
鋳
造
工
程
で
作
ら
れ
た
鋼
片
と
厚
板
、
コ
イ
ル
、
条
鋼
等
に
ま
さ
に
圧
延
す
る
工
程
で
あ
る
。
こ
の
工
程
で
は
、
潤
滑
油

と
し
て
圧
延
用
オ
イ
ル
が
月
間
約
一
五
万
リ
ッ
ト
ル
、
約
一
、
五
〇
〇
万
円
か
ら
一
、
八
○
○
万
円
近
く
消
費
さ
れ
る
。
圧
延
用
オ
イ
ル
は
一
度
使
用

さ
れ
る
と
、
鉄
屑
、
カ
ー
ボ
ン
が
混
入
し
て
真
黒
に
な
る
た
め
、
オ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
に
戻
し
て
再
生
し
て
も
ら
う
。
新
オ
イ
ル
一
〇
〇
リ
ッ
タ
ー
当
り

二
一
、
四
〇
〇
円
が
、
再
生
オ
イ
ル
で
九
、
四
〇
〇
円
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
圧
延
用
オ
イ
ル
の
自
社
内
で
の
再
生
を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
の
が
、

工
長
以
下
一
一
名
の
山
本
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た
。

　
彼
ら
は
、
先
ず
使
用
済
み
オ
イ
ル
を
遠
心
分
離
機
に
か
け
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
し
か
し
、
遠
心
分
離
機
で
は
カ
ー
ボ
ン
と
オ
イ
ル
を
分
離
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
ま
た
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
濾
過
に
も
失
敗
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
の
粒
子
が
小
さ
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
水
を
混
入
さ
せ
る
こ
と
で
油

層
の
分
離
を
は
か
っ
た
が
、
圧
延
段
階
で
鉄
板
に
サ
ビ
が
生
じ
る
と
い
う
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た
。
ま
さ
に
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
る
。
思
い
あ
ぐ
ね
た

結
果
、
使
用
済
み
オ
イ
ル
を
メ
ー
カ
ー
に
も
っ
て
い
っ
て
分
析
し
て
も
ら
う
た
め
、
試
験
管
に
入
れ
た
ま
ま
放
麗
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
数
日
後
、

そ
の
試
験
管
の
上
部
が
透
明
な
オ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
「
誰
か
、
こ
の
試
験
管
に
新
し
い
オ
イ
ル
を
加
え
た
の
か
？
」
、
「
イ
イ
エ
」
。
謎
は
す
ぐ
と
け

た
。
分
離
す
る
ま
で
も
な
く
、
使
用
済
み
オ
イ
ル
を
放
置
し
て
お
く
と
カ
ー
ボ
ン
、
鉄
屑
は
次
第
に
沈
澱
し
て
い
く
こ
と
を
彼
ら
は
偶
然
に
も
発
見
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
見
を
基
に
、
底
に
磁
石
を
配
列
し
、
水
抜
き
等
の
工
夫
が
な
さ
れ
た
沈
澱
層
が
考
案
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
J
K
活
動
成
果
を
基
礎
に
君
津
製
鉄
所
は
、
二
、
三
〇
〇
万
円
を
か
け
た
圧
延
用
オ
イ
ル
集
中
管
理
方
式
を
採
用
し
、
大
幅
な
コ
ス
ト
節

減
を
達
成
し
た
の
で
あ
る
。
今
や
こ
の
方
式
の
採
用
に
つ
い
て
は
各
社
も
追
従
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
と
い
う
。
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以
上
、
J
K
活
動
の
具
体
例
を
二
つ
考
察
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
二
例
と
も
試
行
錯
誤
の
結
果
、
問
題
の
糸
口
が
「
偶
然
の
学
習
」

に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
発
見
が
本
当
に
偶
然
の
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、

わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
た
一
見
非
連
続
に
見
え
る
「
偶
然
の
学
習
」
は
、
明
ら
か
に
問
題
意
識
を
も
っ
た
個
人
の
日
常
的
緊
張
状
態
の
中
か

ら
知
覚
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
一
つ
の
問
題
に
常
時
追
い
込
ま
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
一
見
偶
然
と
思
わ
れ
る
情
報
が
網
に
か
か

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
発
表
を
も
っ
て
完
結
さ
れ
る
J
K
活
動
は
、
テ
ー
マ
完
結
期
間
が
半
年
前
後
で
あ
り
、
一
層
の
集
中
力
を
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必
要
と
さ
せ
る
し
く
み
を
ビ
ル
ト
イ
ン
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
活
動
メ
ン
バ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
絶
え
ず
仕
事
以
外
で
も
メ
シ
く
い
な
が
ら
で
も
、
二
、
三
人
お
れ
ば
そ
の
中
で
、
な
ん
か
ダ
ベ
リ
の
中
で
ア
ィ
デ
ア
が
か
な
り
出
て
き

ま
す
ね
。
ま
た
、
違
う
職
揚
の
人
間
が
い
ま
す
か
ら
、
誰
か
の
発
言
に
、
オ
ウ
俺
の
と
こ
は
こ
う
や
っ
て
る
ぞ
、
と
い
う
こ
と
で
刺
激
さ

れ
る
の
で
す
ね
。
」

　
こ
う
し
て
、
集
団
の
間
題
解
決
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
持
続
的
な
注
意
の
焦
点
化
が
、
普
段
で
は
気
づ
か
な
い
日
常
の
事
象
を
発
見
に

結
び
つ
け
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
前
記
二
つ
の
「
偶
然
の
学
習
」
も
単
に
個
人
が
た
ま
た
ま
発
見
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
常
に
テ
ー

マ
解
決
を
意
識
し
た
注
意
の
集
中
状
態
に
組
織
的
に
追
い
込
ま
れ
る
、
あ
る
い
は
自
分
で
追
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
試
行
錯
誤
の
中
か
ら

発
見
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
J
K
事
務
局
担
当
者
は
次
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
た
。

「
う
ち
の
社
長
は
と
く
に
大
脳
生
理
学
の
専
門
家
で
す
け
れ
ど
、
い
つ
も
い
っ
て
い
る
の
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
リ
ン
ゴ
の
落
ち
る
の
は
、
た

だ
落
ち
た
の
を
見
て
考
え
つ
い
た
の
で
は
な
く
、
常
に
問
題
意
識
が
あ
る
か
ら
、
パ
ッ
と
落
ち
た
の
を
見
て
パ
ッ
と
ヒ
ラ
め
い
た
と
い
う

感
じ
で
、
常
に
問
題
意
識
を
も
て
、
と
い
う
こ
と
は
も
う
口
を
酢
っ
ぱ
く
し
て
い
っ
て
お
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
◎
」

　
図
　
集
団
学
習
の
促
進

　
こ
う
し
た
組
織
の
中
で
動
機
づ
け
ら
れ
た
個
人
の
緊
張
感
を
集
団
（
グ
ル
ー
プ
）
の
中
で
持
続
さ
せ
る
し
く
み
を
も
っ
て
い
る
J
K
活

動
は
、
次
に
学
習
の
単
位
を
集
団
に
移
す
こ
と
に
と
っ
て
、
個
人
の
相
互
作
用
の
な
か
か
ら
大
き
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
導
き
だ
し
て
く
る
。
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図80G装置によるガス回収の仕組み

ガス発生とその回収パターン
Nm31

一
　
〇

　　　Nm3噛

45，000

80％　　時間

90％以上

フアン一
＼

パ
／
ンダ

、　　
　
　
一
↓

　
　
用
げ

　
　
利
ノ

　
　
再
ホ

　　

　旅

　　

　
幽
輔

　
第
一
は
「
情
報
の
共
有
化
」
で
あ
り
、
先
の
「
侵
し
あ
い
」
に
も
通
じ
る
。
し
か
も
、
J

K
活
動
は
掛
大
会
に
始
ま
り
所
内
大
会
、
全
社
大
会
、
社
外
大
会
と
相
互
作
用
の
場
を
次
々

と
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
ル
な
情
報
に
接
触
す
る
機
会
を
広
げ
自
己
満
足
的
な
現
状

維
持
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
許
さ
な
い
し
く
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
は
、
発
表
を
も
っ
て
完
結
す
る
J
K
活
動
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
内
・
グ
ル
ー
プ
間
に

情
報
の
共
有
に
よ
る
相
互
作
用
と
同
時
に
競
争
が
生
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
J
K
活
動
メ
ン
バ

ー
自
身
も
、
「
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
B
君
よ
り
も
い
い
こ
と
を
言
い
た
い
、
他
の
グ
ル
ー
プ
と

は
違
う
こ
と
を
や
り
た
い
、
と
い
っ
た
競
争
意
識
」
を
璽
視
し
て
お
り
、
そ
れ
が
集
団
を
活

性
化
さ
せ
る
と
同
時
に
学
習
活
動
を
単
な
る
模
倣
や
限
定
的
な
範
囲
に
収
敏
さ
せ
な
い
創
造

的
破
壊
力
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
は
何
か
違
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
組
織
の
期
待
以
上
の
こ

と
を
や
ろ
う
と
す
る
傾
向
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
以
上
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
基
盤
に
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
集
団
凝
集
性
で
あ
ろ

う
。
凝
集
性
の
形
成
過
程
は
実
に
泥
く
さ
く
人
間
の
触
れ
合
い
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
の
よ
う

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
調
査
の
過
程
で
、
グ
ル
ー
プ
内
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
集
ま
り
、

た
と
え
ぱ
酒
席
を
か
り
た
人
間
の
交
流
が
、
「
よ
し
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
集
団
活

動
の
契
機
と
な
っ
て
い
っ
た
例
を
い
く
つ
も
見
聞
し
た
こ
と
を
述
べ
て
お
こ
う
。

　
次
に
、
こ
う
し
た
集
団
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
実
際
に
い
か
な
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
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図9亜鉛メッキ工程と吹きつけ圧力式

置

P－K’
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NJC裳N
噛
　
も
　
、
D
、
　
ら

Zn亜鉛ポ

だ
し
た
の
か
に
つ
い
て
具
体
的
事
例
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

ケ
ー
ス
3
”
転
炉
ガ
ス
回
収

　
ケ
ー
ス
ー
で
述
ぺ
た
よ
う
に
、
転
炉
は
溶
銑
を
主
原
料
と
し
た
銑
鉄
に
酸
素
を
吹
き
つ
け
て
化
学

反
応
を
起
こ
さ
せ
鋼
を
つ
く
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
炉
内
で
は
炭
素
と
酸
素
と
の

反
応
に
よ
っ
て
C
O
ガ
ス
が
発
生
す
る
。
こ
の
ガ
ス
を
未
燃
焼
の
ま
ま
回
収
す
る
の
が
O
G
装
置
で

あ
り
、
回
収
さ
れ
た
ガ
ス
は
共
同
火
力
発
電
所
や
冷
延
工
程
へ
ま
わ
す
な
ど
の
再
利
用
に
よ
っ
て
資

源
の
有
効
利
用
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
あ
げ
る
に
至
っ
て
い
る
。
と
く
に
第
一
次
石
油
シ
ョ
ソ
ク

後
こ
の
ガ
ス
回
収
の
量
的
質
的
な
向
上
に
大
き
な
関
心
が
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
回
収
量
の
世
界
記
録
も
工
長
以
下
七
名
か
ら
成
る
君
津
J
K
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ガ
ス
回
収
の
量
的
ア
ソ
プ
を
目
標
に
か
か
げ
た
彼
ら
は
、
夜
勤
明
け
や
、
タ
方
出
勤
を
早
出
し
て

デ
ー
タ
を
整
理
、
グ
ラ
フ
化
し
、
O
G
装
置
の
理
論
的
解
明
か
ら
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
研
究
の
結

果
、
図
の
右
側
に
示
さ
れ
る
「
ガ
ス
発
生
と
そ
の
回
収
パ
タ
ー
ン
」
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
当
時
の

O
G
装
置
で
は
、
ガ
ス
発
生
量
が
ホ
b
8
Z
ヨ
ω
以
上
に
な
っ
て
始
め
て
（
着
火
後
約
四
分
）
回

収
が
始
ま
る
た
め
、
最
大
限
の
回
収
で
も
発
生
ガ
ス
の
約
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
が
回
収
さ
れ
る
だ
け
で

あ
っ
た
。
次
に
、
窃
8
0
2
3
ω
以
下
で
回
収
が
不
可
能
な
理
由
は
、
圧
力
不
足
の
た
め
回
収
フ
ァ

ン
が
サ
ー
ジ
ン
グ
（
空
運
転
）
を
起
こ
し
壊
れ
て
し
ま
う
た
め
と
い
う
こ
と
も
理
解
さ
れ
た
。
従
っ

て
、
ガ
ス
発
生
量
が
揖
8
。
Z
ヨ
Q
以
下
で
も
回
収
フ
ァ
ン
前
の
圧
力
を
あ
げ
る
方
法
が
検
討
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
回
収
管
に
ダ
ン
パ
ー
を
取
り
付
け
て
圧
力
を
調
節
す
る
方
法
が
実
施
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
設
備
の
改
善
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
の
プ
・
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
必
要
な
た
め
、
技
術
ス
タ

ッ
フ
の
強
力
な
支
援
と
相
互
作
用
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
設
備
の
改
善
が
行
な
わ
れ
、
作
業

の
中
で
デ
ー
タ
が
積
み
上
げ
ら
れ
る
中
で
、
ダ
ン
パ
ー
の
調
節
、
回
収
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
吹
錬
担
当

25
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者
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
と
の
協
力
方
法
等
の
最
良
パ
タ
ー
ン
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
、
発
生
ガ
ス
回
収
理
論
値
に
近
い
ガ
ス
が
回
収
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
が
ガ
ス
回
収
の
量
的
な
向
上
の
経
過
で
あ
っ
た
。

　
次
に
彼
ら
が
挑
戦
し
た
の
は
、
回
収
ガ
ス
の
カ
・
リ
ー
ア
ッ
プ
（
質
的
向
上
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
ガ
ス
回
収
量
を
あ
げ
る
た
め
、
炉
口
の
圧

力
は
マ
イ
ナ
ス
で
操
業
さ
れ
て
い
た
（
炉
口
の
負
圧
操
業
）
。
し
か
し
、
負
圧
操
業
で
は
回
収
時
に
空
気
が
炉
口
よ
り
混
入
す
る
た
め
ガ
ス
濃
度
が
低

下
し
て
、
二
、
○
○
○
カ
・
リ
ー
程
度
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
ダ
ン
パ
ー
の
調
節
に
よ
り
炉
口
の
正
圧
操
業
を
行
な
い
な

が
ら
、
効
率
的
な
回
収
方
法
が
検
討
さ
れ
、
遂
に
三
、
○
○
○
カ
・
リ
ー
の
ガ
ス
回
収
方
法
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
有
効
ガ
ス
を
無
駄
に

し
な
い
た
め
転
炉
二
基
の
同
時
操
業
を
極
力
避
け
る
時
間
帯
が
検
討
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
に
食
事
時
間
が
分
割
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
も
サ

ー
ク
ル
活
動
で
自
主
的
に
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
般
の
労
働
協
約
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
が
、
ま
さ
に
「
自
主
性
」
の
な
せ
る
業
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

26

ケ
ー
ス
4
”
亜
鉛
メ
ッ
キ

　
亜
鉛
メ
ッ
キ
エ
程
で
は
炉
で
加
熱
さ
れ
た
鉄
板
を
亜
鉛
ポ
ッ
ト
を
通
過
さ
せ
、
N
J
c
（
ニ
ト
・
ゼ
ン
・
ジ
ェ
ッ
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
）
装
置
で
高

圧
窒
素
ガ
ス
を
吹
き
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
定
の
亜
鉛
付
着
量
に
調
節
さ
れ
る
。
こ
の
N
J
c
装
置
の
噴
射
圧
力
と
ノ
ズ
ル
間
隔
が
メ
ッ
キ
の
難

し
さ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
当
時
、
君
津
の
メ
ッ
キ
エ
程
で
は
亜
鉛
の
有
効
利
用
を
示
す
釜
歩
留
が
計
画
値
を
わ
ず
か
に
下
回
っ
て
い
た
と
と
も
に
、
高
圧
窒
素
ガ
ス
噴
射
の
た

め
に
酸
化
亜
鉛
の
小
粒
（
ド
・
ス
）
が
多
量
発
生
し
、
そ
の
組
み
取
り
の
手
間
と
ド
・
ス
が
製
品
に
付
着
す
る
と
い
う
間
題
点
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
釜
歩
留
の
向
上
と
ド
・
ス
の
発
生
防
止
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
平
均
年
齢
二
八
歳
の
六
名
か
ら
成
る
J
K
活
動
メ
ン
バ
ー
で
あ

っ
た
。
彼
ら
は
N
J
C
装
置
の
噴
射
圧
力
の
四
割
削
減
を
め
ざ
す
「
N
J
c
低
圧
操
業
の
確
立
」
を
目
標
と
し
た
。
そ
の
た
め
の
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ミ
ン

グ
が
繰
り
返
さ
れ
、
亜
鉛
付
藩
制
御
モ
デ
ル
の
実
験
式
理
解
（
装
置
の
理
論
的
解
明
）
と
そ
の
実
験
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
図
の
式
が
示
す
よ

う
に
、
現
揚
の
改
善
に
よ
っ
て
ジ
ェ
ッ
ト
ノ
ズ
ル
の
圧
力
（
P
）
を
下
げ
る
に
は
ノ
ズ
ル
間
隔
（
D
）
を
狭
く
す
る
し
か
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。

ノ
ズ
ル
間
隔
を
せ
ま
く
す
る
た
め
に
、
鉄
板
の
ブ
レ
を
少
な
く
す
る
改
善
が
な
さ
れ
、
ま
た
低
圧
に
よ
る
二
次
問
題
の
発
生
（
樹
枝
状
模
様
の
発
生
、

白
ボ
ケ
の
発
生
）
に
二
次
三
次
の
対
策
が
約
三
箇
月
か
け
て
検
討
実
施
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
半
年
の
活
動
を
通
じ
て
製
品
の
品
質
を
保
っ
た
ま
ま
、



釜
歩
留
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
上
昇
、
体
圧
操
業
に
よ
る
窒
素
使
用
量
の
削
減
、
さ
ら
に
ド
・
ス
発
生
の
低
下
と
ド
・
ス
く
み
取
り
作
業
の
減
少
に
よ
る

安
全
性
の
確
保
、
と
実
に
多
く
の
成
果
を
達
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
改
善
に
は
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
組
の
亜
鉛
ポ
ッ

ト
マ
ン
3
人
の
加
入
に
よ
る
相
互
作
用
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
新
日
鉄
の
製
造
技
術
と
し
て
ソ
連
・
ブ
ラ
ジ
ル
ヘ
も
輸
出
さ
れ
て
い

る
o

グループ。ダイナミクスのイノペーシ。ン

　
以
上
二
つ
の
ケ
ー
ス
は
前
記
の
ニ
ケ
ー
ス
に
示
さ
れ
た
「
偶
然
の
学
習
」
と
は
異
な
り
、
現
状
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
組
織
の
理
論
値

あ
る
い
は
期
待
値
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ギ
ャ
ッ
プ
）
を
埋
め
る
た
め
、
先
ず
は
じ
め
に
目
標
と
す
る
活
動
の
理
論
的
解
明

を
行
な
い
、
そ
う
し
た
理
論
値
に
接
近
す
る
た
め
の
改
善
方
法
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
き
わ
め
て
演
繹
的
な

方
法
論
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
現
揚
に
お
け
る
改
善
は
日
常
作
業
の
体
験
的
な
デ
ー
タ
の
積
み
上
げ
に
よ

っ
て
帰
納
的
に
す
す
め
ら
れ
て
い
く
揚
合
が
多
い
。
し
か
も
、
9
C
活
動
で
は
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
と
い
う
現
象
の
理
論
的
説
明
が
つ
か

な
く
て
も
、
十
分
問
題
解
決
に
な
り
う
る
。
し
か
し
J
K
活
動
に
お
い
て
は
、
現
場
で
し
か
わ
か
ら
な
い
デ
ー
タ
の
積
み
上
げ
に
よ
る
帰

納
的
な
改
善
に
加
え
、
「
9
C
七
つ
道
具
」
や
「
N
7
（
新
9
C
七
つ
道
具
）
」
の
利
用
、
情
報
の
共
有
そ
し
て
技
術
ス
タ
ッ
フ
の
協
力

等
に
よ
っ
て
、
一
般
理
論
か
ら
現
揚
の
改
善
を
引
き
出
す
演
繹
的
な
方
法
論
が
導
入
さ
れ
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
さ

に
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
は
集
団
が
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
よ
っ
て
組
織
の
期
待
以
上
の
成
果
を
あ
げ
た
事
例
と
い
っ
て
も
間
違
い
あ
る
ま

い
。

圖
　
制
度
化

以
上
、
こ
れ
ま
で
個
人
の
学
習
促
進
と
、

動
機
づ
け
ら
れ
た
個
人
が
集
団
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
の
期
待
以
上
の
ダ
イ
ナ
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ミ
ズ
ム
を
生
み
だ
す
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
こ
う
し
た
個
人
・
集
団
の
学
習
を
促
進
し
、
ま
た
そ
の
学
習
結
果
を
組
織
的
に
蓄
積
し
て
い

く
た
め
に
は
、
組
織
全
体
と
し
て
そ
れ
ら
の
制
度
化
が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
J
K
活
動
に
お
け
る
個
人
・
集
団
の
学
習
を

促
進
す
る
た
め
の
面
で
の
巧
み
な
「
制
度
化
」
に
つ
い
て
は
、
「
二
、
J
K
活
動
の
展
開
過
程
」
で
詳
述
し
て
き
た
の
で
、
こ
こ
で
は
先

の
四
ケ
ー
ス
を
中
心
に
集
団
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
の
制
度
化
と
、
そ
の
結
果
の
組
織
知
識
を
蓄
積
し
て
い
く
制
度
化
に

つ
い
て
具
体
的
な
考
察
を
す
す
め
よ
う
。

　
ω
　
学
習
結
果
の
標
準
作
業
化

　
J
K
活
動
が
生
み
だ
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
・
ン
は
い
ず
れ
も
わ
れ
わ
れ
が
予
想
し
て
い
た
現
揚
の
改
善
よ
り
は
る
か
に
大
が
か
り
な
も
の

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
改
善
段
階
で
は
技
術
ス
タ
ッ
フ
の
強
力
な
支
援
を
前
提
と
し
な
い
限
り
、
集
団
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
達
成

さ
れ
な
い
。
君
津
に
お
い
て
も
活
動
開
始
当
時
は
、
「
正
直
い
っ
て
、
技
術
ス
タ
ッ
フ
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
わ
れ
わ
れ
の
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
る
と
い
う
雰
囲
気
は
な
か
っ
た
」
（
岩
井
、
一
九
八
○
、
P
六
三
）
、
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
努
力
に
よ
っ
て
ラ
イ
ン
と
ス
タ
ッ

フ
の
交
流
を
進
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
的
交
流
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
ン
は
よ
り
複
雑
な
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
ス
タ
ッ
フ
は
卓
上
プ
ラ
ン
の
み
か
ら
現
揚
の
作
業
デ
ー
タ
に
身
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
作
業
標
準
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を
絶
対
視
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
J
K
活
動
は
、
発
表
を
重
視
す
る
活

動
の
た
め
、
新
し
い
成
果
は
す
ぐ
に
新
し
く
標
準
化
さ
れ
全
社
的
な
組
織
知
識
と
し
て
拡
散
し
て
い
く
し
く
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
協
力
を
密
接
に
す
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
全
社
的
業
績
評
価
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
こ
う
し
た
交
流
は
、
ラ
イ
ン
と
ス
タ
ッ
フ
が
完
全
に
分
離
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
米
国
の
労
働
環
境
と
全
く
異
な
る
点
で
あ
り
、
集

団
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と
す
る
組
織
的
前
提
と
な
ろ
う
。

　
㈹
　
組
織
内
実
験
の
許
容
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集
団
の
相
互
作
用
と
競
争
、
ス
タ
ッ
フ
を
巻
き
込
ん
で
の
活
動
が
活
性
化
す
る
と
前
記
の
ヶ
i
ス
の
よ
う
に
現
揚
で
の
改
善
も
大
が
か

り
な
も
の
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
活
動
過
程
に
お
い
て
成
果
を
確
認
す
る
た
め
の
実
験
規
模
も
大
き
く
な
る
。
学
習
理
論
が
明
ら
か
に
し

て
き
た
よ
う
に
、
学
習
者
に
と
っ
て
学
習
が
生
起
し
た
こ
と
を
知
る
最
も
良
い
方
法
は
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
あ
る
。
学
習
を
促
進
し
、

そ
の
結
果
を
組
織
知
識
と
し
て
蓄
積
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
実
験
主
義
を
制
度
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
か
つ
て
は
、
J
K
活
動
に
お

け
る
．
】
う
し
た
実
験
費
用
の
申
請
．
交
付
に
は
手
続
上
の
手
間
と
時
間
が
か
か
り
能
率
上
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点
を
考
慮
し
て
、

一
九
七
八
年
に
「
J
K
活
動
試
作
実
験
予
算
」
を
J
K
事
務
局
管
轄
の
特
別
予
算
化
し
、
組
織
内
実
験
を
許
容
す
る
制
度
化
を
行
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
㈹
　
情
報
拡
散
の
た
め
の
・
i
テ
ー
シ
ョ
ン

　
身
の
回
り
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
既
成
事
実
に
と
ら
わ
れ
な
い
発
想
が
そ
の
根
幹
と
な
る
。
こ
の
点
前
述
し
て
き
た
ケ
ー
ス

に
お
い
て
、
構
成
メ
ン
バ
ー
の
平
均
年
齢
が
比
較
的
若
い
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
学
習
の
担
い
手
で
あ
る
個
人
を
固
定
化

し
た
り
、
常
に
決
っ
た
人
間
が
指
導
権
を
確
保
し
て
い
る
限
り
、
制
度
や
し
く
み
の
面
で
の
支
援
も
限
界
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
・
J
K

活
動
に
お
い
て
は
、
テ
ー
マ
毎
に
リ
ー
ダ
ー
を
変
え
た
り
、
職
種
を
越
え
た
個
人
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
の
結
成
や
製
鉄
所
間
の
移
動
を
実
施

し
、
個
人
を
媒
介
と
し
た
情
報
の
拡
散
が
は
か
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
最
近
導
入
さ
れ
た
N
7
（
言
語
情
報
処
理
手
法
）
の
活
用
に
よ
っ
て
、
「
普
段
何
に
も
い
わ
な
い
お
と
な
し
い
奴
が
・
メ
モ
で

は
い
つ
も
一
番
い
い
こ
と
を
言
っ
て
い
た
な
ん
て
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
」
（
J
K
事
務
局
）
、
と
い
っ
た
個
人
を
集
団
に
埋
没
さ
せ
な
い
よ

う
な
配
慮
を
し
た
改
善
提
案
方
法
の
制
度
化
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

29
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四
、
組
織
学
習
の
戦
略
的
要
因
と
日
本
的
特
性

　
わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
の
分
析
の
結
果
を
改
め
て
組
織
学
習
の
概
念
と
そ
の
展
開
の
視
点
か
ら
い
く
つ
か
の
考
察
を
行
な
う
こ
と
に
し
た

い
。

　
⑥
　
組
織
学
習
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
の
機
能

　
わ
れ
わ
れ
は
、
組
織
学
習
を
個
人
・
集
団
・
組
織
の
レ
ベ
ル
に
ま
た
が
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
組
織
知
識
の
獲
得
過
程
で
あ
る
、
と
定
義

す
る
。
組
織
は
、
こ
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
ま
た
が
る
情
報
の
フ
・
－
と
ス
ト
ッ
ク
を
活
性
化
さ
せ
る
よ
う
な
組
織
行
動
と
構
造
．
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
て
組
織
知
識
を
継
続
的
に
拡
大
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
J
K
活
動
の
展
開
過
程
の
観
察
か
ら
、
こ
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
の
な
か
で
組
織
知
識
の
量
的
な
ら
び
に
質
的
拡
大
を
も
っ

と
も
相
乗
的
に
加
速
化
さ
せ
る
戦
略
的
レ
ベ
ル
は
、
集
団
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
個
人
間
の
社
会
的
相
互
作
用
が

生
起
す
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
で
あ
り
、
相
互
作
用
こ
そ
が
集
団
の
本
質
的
特
徴
な
の
で
あ
る
。

　
組
織
知
識
の
質
的
な
ら
ぴ
に
量
的
拡
大
を
相
乗
的
に
展
開
さ
せ
る
決
定
的
要
因
が
集
団
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ぱ
、
こ
の
相
互
作

用
を
通
じ
た
学
習
や
間
題
解
決
が
個
人
の
そ
れ
よ
り
も
、
い
か
な
る
点
で
す
ぐ
れ
て
い
る
の
か
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

J
K
活
動
の
集
団
は
、
社
会
的
相
互
作
用
を
通
じ
て
互
い
に
依
存
し
合
い
、
共
通
の
関
心
や
目
標
の
追
求
に
あ
た
っ
て
明
確
な
役
割
を
演

ず
る
二
人
な
い
し
そ
れ
以
上
の
個
人
で
あ
る
。
今
日
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
成
果
は
、
こ
の
よ
う
な
集
団
が
問
題
解
決
に

お
い
て
個
人
よ
り
機
能
的
に
な
り
う
る
要
因
を
い
く
つ
か
指
摘
し
て
い
る
（
O
巽
葺
ユ
の
耳
陣
N
9
留
『
㍉
8
。
。
い
ω
。
ゴ
①
旦
お
。
。
9
誓
O
き

一
〇
。
。
一
9
ρ
）
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
J
K
活
動
が
そ
れ
ら
の
要
因
を
い
か
に
取
り
込
ん
で
い
る
か
を
考
察
し
て

み
よ
う
。
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ω
　
情
報
源
の
多
様
化
と
共
有
に
よ
る
情
報
信
頼
性
の
向
上

　
集
団
が
個
人
に
勝
る
第
一
の
要
点
は
、
情
報
源
が
多
様
に
な
り
、
個
人
的
手
段
や
メ
モ
で
は
達
成
で
き
な
い
情
報
の
べ
ー
ス
ラ
イ
ン
を

共
有
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
集
団
は
、
情
報
の
重
複
的
保
持
、
議
論
な
ど
を
つ
う
じ
て
エ
ラ
i
修
正
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
提
供
し
、
個

人
の
知
識
を
複
合
的
に
加
算
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
情
報
の
信
頼
性
を
高
め
、
時
間
は
か
か
っ
て
も
、
よ
り
正
確
な
判
断
を
行
な
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
と
り
わ
け
、
集
団
内
に
凝
集
性
が
高
ま
り
、
個
人
間
の
信
頼
が
増
大
し
た
場
合
に
は
、
個
人
間
の
情
報
フ
・
ー
の
障
壁
が
取
り
除
か
れ
、

本
音
の
情
報
共
有
が
可
能
に
な
る
の
で
、
共
有
さ
れ
る
情
報
の
信
頼
性
は
い
っ
そ
う
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
情
報
フ
・
ー
が
よ
り

活
性
化
さ
れ
る
揚
合
に
は
、
個
人
の
情
報
ス
ト
ッ
ク
の
タ
コ
ツ
ボ
化
を
弱
め
る
傾
向
が
あ
る
。

　
一
方
、
情
報
源
の
多
様
化
は
集
団
で
は
現
実
に
達
成
さ
れ
に
く
い
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
通
常
の
集
団
活
動
に
お
い
て
は
、
参
加
の
分

布
が
平
均
化
し
な
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
声
の
大
き
い
少
数
の
メ
ン
バ
ー
に
、
集
団
全
体
が
支
配
さ
れ
る
傾
向
は
確

か
に
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
J
K
活
動
に
お
い
て
は
、
メ
ン
バ
i
間
の
全
員
の
相
乗
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
リ
ー
ダ
ー
を
テ

ー
マ
毎
に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
メ
ン
バ
ー
間
の
参
加
を
平
均
化
し
、
参
加
バ
イ
ア
ス
の
発
生
を
防
い
で
い
る
。
ま
た
討
論
に
弱
い
メ
ン

バ
ー
に
対
し
て
は
、
ア
イ
デ
ア
を
書
い
て
提
言
す
る
こ
と
を
促
進
し
て
い
る
。
既
述
し
た
N
7
プ
・
グ
ラ
ム
が
、
そ
れ
で
あ
る
◎

　
③
　
創
造
性
と
リ
ス
ク
・
テ
イ
キ
ン
グ

　
信
頼
や
善
意
が
、
、
、
ニ
マ
ム
・
レ
ベ
ル
に
あ
っ
て
も
、
集
団
は
平
均
的
個
人
よ
り
も
多
量
な
ら
び
に
多
様
な
ア
イ
デ
ア
を
生
み
だ
し
う
る
。

と
り
わ
け
、
情
報
が
数
人
の
間
に
分
散
し
て
る
、
創
造
性
の
発
揮
に
相
互
の
刺
激
が
必
要
で
あ
る
、
集
団
内
に
個
人
の
ア
イ
デ
ァ
の
よ
し

あ
し
を
評
価
し
な
い
雰
囲
気
が
あ
る
、
非
凡
な
ア
イ
デ
ア
を
探
す
時
間
的
ゆ
と
り
が
あ
る
、
タ
ス
ク
が
多
く
の
デ
ー
タ
収
集
を
必
要
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
様
な
代
案
の
評
価
を
要
す
る
、
な
ど
の
よ
う
な
揚
合
に
は
、
集
団
は
個
人
よ
り
も
創
造
的
で
あ
る
。
そ
し
て
集
団
内
の
ギ
ブ
・
ア
ン
　
3
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ド
・
テ
イ
ク
の
オ
ー
プ
ン
か
つ
自
由
な
討
論
は
、
個
人
で
は
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
生
み
だ
す
．
】
と
が
あ
る
。
集
団
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

は
個
人
よ
り
も
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
創
造
的
問
題
解
決
を
促
進
す
る
。

　
ま
た
・
集
団
は
個
人
よ
り
す
す
ん
で
リ
ス
ク
を
と
ろ
う
と
す
る
（
器
ξ
鴇
洋
現
象
）
。
そ
の
理
由
に
は
、
い
く
つ
か
の
仮
説
が
あ
る
。

精
通
仮
説
は
、
集
団
内
の
絶
え
間
の
な
い
議
論
は
問
題
の
雪
巨
馨
ξ
を
高
め
、
精
通
度
を
増
し
た
メ
ン
バ
ー
は
よ
り
大
胆
に
な
る
と

い
う
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
仮
説
は
、
リ
ス
ク
・
テ
イ
カ
ー
が
グ
ル
ー
プ
・
リ
ー
ダ
！
に
知
覚
さ
れ
、
集
団
内
議
論
で
よ
り
影
響
力
を
行
使

す
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
リ
ス
キ
ー
・
リ
ー
ダ
ー
の
影
響
力
が
リ
ス
ク
・
テ
イ
キ
ン
グ
を
促
進
す
る
と
主
張
す
る
。
リ
ス
ク
価
値
仮
説
は
、

わ
れ
わ
れ
は
一
般
に
リ
ス
ク
を
積
極
的
に
と
る
人
を
評
価
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
集
団
内
議
論
を
つ
う
じ
て
メ
ン
バ
ー
は
少
な
く
と
も

同
僚
並
み
に
は
リ
ス
ク
を
と
る
こ
と
を
示
し
た
い
と
い
う
動
機
に
か
ら
れ
る
と
い
う
。
責
任
回
避
仮
説
は
、
個
人
は
集
団
内
で
貴
任
を
拡

散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
よ
り
リ
ス
ク
を
と
る
こ
と
に
大
胆
に
な
る
と
仮
定
す
る
。
ど
の
仮
説
が
も
っ
と
も
妥
当
性
が
高
い
の
か

は
、
す
ぐ
れ
て
実
証
研
究
的
問
題
で
あ
る
が
、
集
団
に
お
け
る
リ
ス
ク
・
テ
イ
キ
ン
グ
の
積
極
化
は
、
J
K
活
動
の
よ
う
な
現
揚
の
イ
ノ

ペ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
・
セ
ス
に
お
い
て
、
、
、
U
o
F
幹
F
p
＆
霞
三
什
、
、
と
い
う
実
験
主
義
を
よ
り
積
極
化
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　
一
方
、
集
団
は
個
人
ほ
ど
に
は
創
造
的
で
は
な
い
、
と
い
う
反
論
が
あ
る
。
斉
一
性
へ
の
集
団
圧
力
が
、
集
団
思
考
（
の
、
。
β
℃
3
一
ロ
犀
）

を
も
た
ら
す
と
い
う
指
摘
で
あ
る
Q
曽
巳
9
這
蕊
）
。
す
な
わ
ち
集
団
の
意
志
決
定
過
程
は
、
凝
集
性
と
同
調
性
へ
の
圧
力
を
も
つ
構
造

に
よ
っ
て
・
創
造
的
活
動
を
阻
害
す
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
．
一
と
は
、
J
K
活
動
に
お
い

て
は
、
相
互
に
「
侵
し
合
う
」
こ
と
を
合
法
化
す
る
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の

発
表
大
会
が
後
述
す
る
観
察
学
習
の
幅
を
広
げ
、
模
倣
の
対
象
と
な
る
モ
デ
ル
の
多
様
性
を
導
入
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
制
度
化
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
配
慮
が
、
集
団
思
考
へ
の
コ
ン
ト
・
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
⑬
　
社
会
的
促
進
（
8
9
巴
笹
o
ま
欝
菖
8
）



グルーブ・ダイナミクスのイノペーシ日ン

　
社
会
的
促
進
と
は
、
単
に
他
人
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
行
動
が
影
響
を
受
け
る
と
い
う
現
象
で
あ
る
が
、
よ
り
広
義
に
は
、

個
体
の
行
動
が
他
者
の
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
一
切
の
揚
面
を
含
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
模
倣
や
観
察
に
よ
る
学
習
も
社
会

的
促
進
の
下
位
分
類
と
み
な
さ
れ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
が
社
会
的
促
進
に
関
心
を
も
つ
の
は
、
集
団
が
模
倣
や
観
察
学
習
を
促
進
さ
せ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
人
間
の
学
習
は
、
そ

の
発
達
初
期
に
お
い
て
は
反
応
－
刺
激
（
S
I
R
）
タ
イ
プ
の
体
験
的
、
他
律
的
、
感
覚
・
行
動
的
な
学
習
が
主
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
社
会
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
個
人
的
な
体
験
学
習
か
ら
他
者
の
体
験
を
自
分
の
も
の
に
す
る
、
代
理
体
験
に
よ
る
見
聞
的
、
情
報
的

学
習
を
行
な
っ
て
学
習
の
幅
を
広
げ
て
い
く
（
切
帥
且
旨
斜
一
鶏
ざ
春
木
一
〇
〇
。
N
）
。

　
J
K
活
動
に
お
い
て
は
、
集
団
内
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
君
津
製
鉄
所
内
の
掛
大
会
、
新
日
鉄
全
体
の
社
内
大
会
、
そ
れ

に
社
外
大
会
と
集
団
間
な
ら
び
に
組
織
間
に
ま
で
観
察
学
習
の
揚
を
広
げ
る
し
く
み
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
観
察
学
習
の
プ
・
セ
ス
に
お
い
て
は
、
競
争
意
識
か
ら
、
「
ヒ
ン
ト
は
得
た
が
全
く
の
真
似
は
し
た
く
な
い
」
、
と
い
う
個
人
個
人
の
イ

ン
ク
リ
メ
ン
タ
ル
な
差
別
化
行
動
の
な
か
で
、
組
織
学
習
を
単
な
る
模
倣
の
般
化
に
終
ら
せ
な
い
点
に
特
色
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
叫
　
創
発
的
行
動

　
創
発
的
行
動
と
は
、
組
織
が
要
求
す
る
以
上
の
こ
と
を
自
発
的
に
行
な
う
こ
と
で
あ
る
（
頃
o
ヨ
塁
ω
し
8
0
）
。
凝
集
性
の
高
い
集
団
で

は
、
グ
ル
ー
プ
・
メ
ン
バ
ー
が
集
団
を
成
功
さ
せ
た
い
た
め
に
、
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
献
身
的
に
働
く
可
能
性
が
高
い
。
組
織
目
標
に

適
合
す
る
集
団
の
目
標
が
メ
ン
バ
ー
に
受
容
さ
れ
た
揚
合
に
は
、
凝
集
性
の
高
い
集
団
の
ほ
う
が
凝
集
性
の
低
い
集
団
よ
り
そ
の
目
標
達

成
度
が
高
い
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
品
質
管
理
の
九
五
％
目
標
値
を
さ
ら
に
一
〇
〇
％
に
す
る
ま
で
に
突
進
す
る
（
頃
ミ
β

一
〇
。
。
一
）
と
い
う
現
象
も
、
創
発
的
行
動
の
一
つ
で
あ
る
。
完
壁
な
知
識
の
学
習
と
い
う
よ
う
な
現
象
は
、
こ
の
よ
う
な
凝
集
性
と
創
発
的

行
動
で
加
速
化
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
J
K
活
動
の
よ
う
な
集
団
に
お
い
て
は
、
同
僚
間
の
影
響
力
行
使
（
℃
8
二
8
α
R
旨
首
）
が

33
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も
っ
と
も
生
起
し
や
す
い
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
行
動
は
、
状
況
特
性
に
よ
っ
て
条
件
適
合
的
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
て
ば
（
コ
a
一
璽

一
8
刈
）
、
9
C
活
動
そ
れ
自
体
は
き
わ
め
て
タ
ス
ク
志
向
行
動
で
あ
る
。
本
来
集
団
は
、
友
情
、
支
援
、
愛
へ
の
親
和
欲
求
を
充
足
さ
せ

る
基
本
的
手
段
で
あ
り
、
タ
ス
ク
達
成
機
能
よ
り
も
人
間
関
係
を
中
心
と
し
た
集
団
維
持
機
能
の
ウ
エ
イ
ト
を
自
然
に
商
め
る
傾
向
が
あ

る
。
J
K
活
動
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
き
び
し
い
タ
ス
ク
志
向
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
特
定
リ
ー
ダ
ー
個
人
に
負
わ
せ
な
い
で
、

集
団
メ
ン
バ
ー
間
に
分
散
さ
せ
、
同
僚
間
の
相
互
影
響
力
を
通
じ
て
タ
ス
ク
と
人
間
関
係
の
均
衡
を
図
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
　
競
争
と
協
力
の
交
互
作
用

　
ミ
①
一
畠
（
這
＄
）
は
、
集
団
は
人
間
の
競
争
的
成
功
と
協
力
的
成
功
を
と
も
に
鼓
舞
す
る
と
き
に
の
み
さ
変
化
に
適
切
に
対
応
で
き
る
、

と
主
張
し
て
い
る
。
協
力
の
機
会
（
社
会
化
さ
れ
た
行
為
）
と
競
争
の
機
会
（
個
人
化
さ
れ
た
行
為
）
と
の
間
を
往
っ
た
り
来
た
り
で
き

る
機
会
を
与
え
る
集
団
に
は
、
個
人
は
そ
れ
だ
け
深
く
関
与
し
、
ま
た
満
足
を
覚
え
る
と
い
う
。
お
そ
ら
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

本
質
は
、
競
争
的
個
人
が
自
ら
考
え
、
そ
し
て
協
力
で
き
る
仲
間
と
議
論
し
、
ま
た
自
ら
派
生
し
、
そ
し
て
ま
た
議
論
す
る
、
と
い
う
連

続
的
学
習
プ
・
セ
ス
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。
J
K
活
動
に
お
け
る
集
団
内
個
人
は
お
そ
ら
く
尊
敬
や
認
知
（
8
8
讐
三
9
）
を
求
め
て
競
争

す
る
。
そ
し
て
、
仲
間
と
の
相
互
作
用
を
通
じ
て
ア
イ
デ
ア
を
発
達
さ
せ
、
洗
練
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
競
争
と
協
力
の
共
生
関
係

が
確
立
さ
れ
る
た
め
に
は
、
業
績
評
価
基
準
は
き
わ
め
て
ソ
フ
ト
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
J
K
活
動
は
、
個
人
業
績
の
評
価
よ
り
も
集

団
単
位
の
評
価
基
準
を
重
視
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
発
表
の
揚
を
も
っ
て
活
動
が
完
結
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
点
か
ら
、

発
表
者
は
集
団
の
中
で
個
人
的
な
英
雄
に
な
り
う
る
機
会
も
提
供
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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以
上
五
項
目
に
わ
た
リ
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
も
た
ら
す
機
能
と
逆
機
能
を
、
J
K
活
動
で
観
察
さ
れ
た
集
団
現
象
に
関
連
さ

せ
て
要
約
し
て
み
た
。
こ
の
よ
う
な
考
察
は
、
改
め
て
組
織
学
習
プ
・
セ
ス
の
戦
略
的
要
因
が
集
団
レ
ベ
ル
に
お
け
る
相
互
作
用
プ
・
セ
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ス
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
組
織
知
識
の
継
続
的
な
蓄
積
が
集
団
運
動
の
生
み
だ
す
順
機
能
と
逆
機
能
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
強
い
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
㈲
　
組
織
学
習
の
日
本
的
特
性

　
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
生
産
現
揚
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
平
均
的
米
国
企
業
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
著
し

い
対
比
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。
日
本
企
業
は
、
と
り
わ
け
生
産
戦
略
で
強
み
を
発
揮
し
た
（
加
護
野
ほ
か
、
一
九
八
二
）
。
こ
れ
に
対

し
て
、
過
去
一
五
年
か
ら
二
〇
年
間
、
米
国
の
主
要
産
業
の
多
く
は
、
製
造
面
の
能
力
以
外
の
土
俵
で
競
争
を
繰
り
広
げ
て
き
た
。
“
生

産
問
題
は
解
決
し
つ
く
し
た
”
と
考
え
、
そ
の
関
心
と
資
源
は
大
量
販
売
、
放
送
、
広
告
宣
伝
、
あ
る
い
は
収
益
性
の
高
い
新
製
品
開
発

に
振
り
向
け
ら
れ
、
製
造
能
力
の
連
続
的
な
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
は
等
閑
視
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
国
曙
聲
這
o
。
一
）
。

「
科
学
的
管
理
法
」
は
製
品
の
質
と
生
産
量
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た
反
面
、
仕
事
を
よ
り
単
純
化
、
画
一
化
さ
せ
、
よ
り
一
層
の
専
門

化
を
作
業
規
範
と
し
て
い
っ
た
。
科
学
的
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
な
り
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
エ
ン
ジ

ニ
ァ
は
、
経
営
陣
の
一
部
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
な
に
を
な
す
べ
き
か
の
デ
ザ
イ
ン
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
思
考
プ
・
セ
ス
が
公
式
に

作
業
者
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
自
ら
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
の
責
任
を
失
っ
た
作
業
者
は
、
ま
す
ま
す
製
品
に
対
す
る
責
任

感
を
も
た
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
主
張
も
あ
る
（
目
お
器
ぎ
震
勲
勾
①
♂
F
這
・
。
b
。
）
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
企
業
の
高
い
生
産
性
は
、
生
産
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
戦
略
に
ま
で
高
め
た
点
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
≦
。
平

≦
『
喧
蚤
ら
ひ
o
。
）
。
す
な
わ
ち
、
製
造
に
関
す
る
意
志
決
定
に
は
、
O
生
産
能
力
（
量
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
タ
イ
プ
）
、
⑭
設
備
（
規
模
、
揚

所
、
重
点
）
、
日
垂
直
統
合
（
方
向
、
範
囲
、
各
段
階
の
生
産
能
力
の
均
衡
）
、
四
生
産
技
術
と
工
程
（
装
置
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
、
相

互
連
結
）
、
㊨
労
働
力
（
研
修
、
給
料
、
補
償
）
、
因
品
質
管
理
・
製
品
保
証
（
欠
陥
防
止
、
テ
ス
ト
、
製
品
仕
様
と
の
対
比
）
、
㈹
生
産

計
画
と
材
料
管
理
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
、
集
中
化
、
意
志
決
定
ル
ー
ル
）
、
↑
9
組
織
（
構
造
、
命
令
系
統
、
補
佐
グ
ル
ー
プ
）
が
あ
る
が
、

35



一橋大学研究年報　商学研究　25

米
企
業
は
O
～
㈲
は
戦
略
、
国
～
σ
9
は
単
な
る
業
務
と
し
て
、
戦
略
の
み
を
重
視
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
日
本
企
業
は
、
後
者
の
業
務
的

意
志
決
定
も
規
則
正
し
く
一
貫
性
を
も
っ
て
行
え
ば
、
戦
略
段
階
に
お
い
て
も
累
積
効
果
を
上
げ
う
る
こ
と
を
経
験
に
よ
っ
て
学
習
し
た

の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
日
米
企
業
の
戦
略
の
際
は
、
組
織
学
習
概
念
で
も
っ
と
も
よ
く
説
明
で
き
る
。
米
国
企
業
の
組
織
学
習
は
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
制
定
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
中
心
と
す
る
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
学
習
を
重
視
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
組
織
学
習

プ
ロ
セ
ス
・
モ
デ
ル
に
基
づ
け
ぱ
、
米
国
企
業
の
組
織
学
習
は
、
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
制
度
化
か
ら
個
人
へ
、
す
な
わ
ち
組
織
レ
ベ
ル
か
ら

個
人
レ
ベ
ル
と
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
の
フ
・
i
を
示
し
て
展
開
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
J
K
活
動
に
お
け
る
組
織
学
習
は
、
個
人
．
集

団
・
組
織
の
レ
ベ
ル
ヘ
と
積
み
上
げ
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
集
団
レ
ベ
ル
で
の
相
互
作
用
プ
ロ
セ
ス
を
も
っ
と
も
増
幅
さ
せ
る
よ
う
な
展

開
を
示
し
て
い
る
。
戦
略
論
的
に
い
え
ば
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
学
習
は
、
予
測
さ
れ
た
知
識
し
か
蓄
積
し
な
い
。
プ
・
セ
ス
に
よ
る
学
習

は
、
予
期
で
き
な
い
知
識
の
増
幅
と
そ
の
蓄
積
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。
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（
付
記
）
　
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
…
・
資
料
の
提
供
等
に
お
い
て
、
新
日
本
製
鉄
株
式
会
社
君
津
製
鉄
所
の
、
次
の
方
々
の
お
世
話

　
に
な
っ
た
。
畠
山
一
雄
氏
、
松
田
極
氏
、
松
永
研
一
郎
氏
、
山
本
潤
一
氏
、
吉
田
忠
秀
氏
、
盆
子
原
弘
晴
氏
。
心
か
ら
感
謝
す
る
。
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